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２０２４年 （令和６年）

１０月号
№２２８

　また、先日は生活科の学習の時間に、高津川で川遊びをし

ました。浮き輪や浮島に乗って、天然のウォータースライダー

を楽しんだり、カワムツやカメなどの生き物探しをしたりし

て、豊かな高津川の自然を思いっきり満喫しました。

　自分たちの目で見て、感じて、たくさんの新たな学びがで

きることにワクワクしながら毎日を送っている１年生です。

　六日市小学校１年生は、毎日元気いっぱい、賑やかに楽しく学校生活を送っています。

　はじめはどきどきだった学校生活も、上級生や友だちとの関わりを通して、少しずつ慣れてきました。

　ひらがなや計算の学習はもちろんのこと、地域へ出かけての

学習や、クロームブックを活用しての学習にも意欲的に取り組

んでいます。クロームブックを使って、デジタルドリルの学習

に取り組んだり、アンケートに答えたりもできるようになりま

した。
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トピックス
話題・できごと

第２９回ＵＢＥビエンナーレ吉賀町賞受賞作品お目見え！

　８月２６日 (月 )、受賞作品の寄贈式及び除幕式を開催しました。

　出席者の皆さまや子どもたちのお陰で、快晴の中作品のお披露目をすることができました。

　作者の佐野耕平先生（成安造形大学）より寄贈いただいた作品は、吉賀町役場本庁舎横に設置され、今

後多くの方に楽しんでいただけることでしょう。

作品名

　　ｉｎ　Ｗｅｖｅ～Ｄｅｐａｒｔｕｒｅ

　　　イン　ウェイブ　ディパーチャー

　緩やかな波間を進んで行く様に、日々の時間は過ぎて行きます。

　そんな日常に、意志を持って向き合うことをイメージされた作品です。

令和６年度 成人式開催

　令和６年８月１５日、令和６年度吉賀町成人式を六日市基幹集落センターにて開催しました。当町では

２０歳になられる方を対象としており、今年度は４２名が出席されました。

　式典では岩本町長、来賓代表・安永町議会議長それぞれからお祝いの言葉が贈られ、洋々たる前途を自

分らしく、力強く進んでいってほしいとの想いが伝えられました。

　お二人からの激励の言葉ののち、新成人代表として泉友梨香さんが記念品の贈呈をお受けになりました。

そして、齋藤泰稀さんが謝辞を述べられました。お二人とも凛とした立ち居振る舞いと素晴らしい受け答

え・謝辞内容であり、大変立派に務めてくださいました。

　式典後の記念行事は、よしか病院・佐々木弥生先生、えびすジム・鉾立将大さんにご出演いただきました。

ともに吉賀町のご出身で、Ｕターンを経て町内で活躍しておられます。前半ではお二人がこれまでの人生

で感じたことや大切にしていることを語っていただき、後半では新成人からの質疑も交えながらのトーク

セッションを行いました。かっこいい先輩方からの言葉・エールは、後輩たちの心に響いたのではないで

しょうか。

　最後は記念写真を撮影し解散となりましたが、新成人の皆さんは、互いの近況を語り合ったり写真を撮

り合ったり、友との再会のひとときを楽しんでおられました。

　見て、触って、撮って、など色々な楽しみ方があります。

　少し上からだと見られる秘密（!?）の楽しみ方も！！
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トピックス
話題・できごと

吉賀町の地域と医療をつなぐ会　夏季イベントが開催されました

　令和６年８月１７日に、吉賀町の地域と医療をつなぐ会主催により、よしか病院医師の佐々木弥生先生

の講演会とよしか病院探検ツアーが開催されました。

　このイベントは、地域の児童を主な対象として、よしか病院をより身近に感じてもらうことや、将来の

医療従事者の確保につなげることなどを目的として実施されました。

◆第１部　講演会「こんなときどうする？家庭でできる応急手当」

　よしか病院から、吉賀町出身の医師である佐々木弥生先生を講師に迎え、家庭や野外活動中に起こり得

る事故や怪我等への応急処置について学び、対応力を養っていただくことを目的として開催しました。

　佐々木先生からは、転んで怪我をしたとき、鼻血が出たとき、熱でけいれんしたとき、頭を打ったとき

など、児童によく起こる事例を基に、クイズを交えながら対応方法についての解説がありました。

　講演の最後には、佐々木先生から、よしか病院では総合診療科として「どのような患者さんでもまずは

診る」という姿勢を大切にし、可能な限り小児診療の対応も行い、子育て世代の方々の不安を少しでも軽

減したいと話がありました。

　講演会には、児童や保護者、地域の方々など約８０名が参加され、参加者からは「症状への対処法がわかっ

たので、何か起きたときは適切な対応ができるようになりたい」「中高生なども参加すればもっとおもし

ろいイベントになるかも」「季節ごとに起こりやすい症例を取り扱うなど、定期開催して欲しい」などの様々

な意見・感想が寄せられました。

◆第２部　よしか病院探検ツアー

　講演会終了後は、よしか病院の仕事を見学し、医療機器などに触れていただく「よしか病院探検ツアー」

が開催され、小学生の児童・保護者１０組２７名の参加がありました。

　ツアーでは１階フロアを中心に、外来・放射線・臨床検査・薬局・リハビリの５つの部門を見学し、車

椅子体験や、レントゲンとＣＴ撮影の違いについての学習、血液・細菌の顕微鏡観察など様々な体験活動

を行いました。

　ツアーの最後には、益田保健所梶浦所長の進行による振り返りの会が行われ、参加した児童には医療従

事者へのメッセージカード作成が夏休みの宿題として出されました。参加した児童からは「お医者さんや

看護師さん以外にも、ちがう仕事をしている人がたくさんいて勉強になった」「よしか病院で働いている

人はとても優しかったです」などのメッセージをいただきました。提出されたメッセージカードについて

は、よしか病院内に掲示しておりますので、是非ご覧ください。

＜参加した児童も楽しみながら学習しました！＞ ＜ＹｏｕＴｕｂｅで講演会を配信中＞

＜ヘリポートでの記念撮影＞ ＜車椅子体験をする参加者＞
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トピックス
話題・できごと

令和６年度全国高等学校総合体育大会テニス競技大会へ出場！

　吉賀高等学校３年加藤那菜さん、岩本理沙さん、２年田口桜さん、

１年栗原雫さん、佐藤咲和さんが、５月３０日から６月１日に松江市

の松江総合運動公園で行われた、第６２回島根県高等学校総合体育大

会に出場され、女子団体で悲願の初優勝を飾られ、８月２日から８日

に大分県大分市で開催される全国大会への出場を決められました。

　県総体で初優勝という快挙を成し遂げられた５名が、７月２９日に表敬訪問され、加藤さんは、「団体

戦は一致団結して、個人戦は一人一人が全力を出し切って頑張りたい」、岩本さんは、「高校生活最後の大

会なので、支えてくださっている方々への感謝の気持ちを忘れず、後悔のないように頑張りたい」、田口

さんは、「今まで練習を共にしてきたみんなと力を合わせて頑張りたい」、栗原さんは、「初めてのインター

ハイで緊張するけど、練習してきたことをしっかり発揮したい」、佐藤さんは、「初めてのインターハイ、

他校の選手や先輩のプレーを見てしっかり勉強してくる」と意気込みを語られました。

兄妹で全国高等学校総合文化祭へ出場！

　お二人は、六日市中学校のご出身で、大会を終えて、「すごいレベルの大会だった。良い経験をさせて

もらった」と語っておられました。

　岩本町長からは、吉賀町出身としてこうして来ていただいたことへの感謝の言葉とともに、慰労と今後

に向けて激励の言葉が送られました。

　町内出身で益田高等学校３年の大庭弘己さん、１年の大庭千怜さん

ご兄妹が、８月３日から５日に岐阜県で開催された、第４８回全国高

等学校総合文化祭にそれぞれ、自然科学部門、囲碁部門で出場されま

した。上記の大会は、全国の高校生による芸術文化活動の祭典であり、

国内最大規模を誇る「文化部のインターハイ」で、町としてこのよう

な文化系の大会にご兄妹で出場されるのは、今までにない初めてのこ

とです。

　８月１２日（祝月）真田グラウンド“よしかみらい” にて吉賀町サッカー連盟主催「盆サッカー大会」

が開催されました。お盆恒例の今大会は、連日の猛暑・熱中症対策として開始時間を例年より前倒し、

早朝よりサッカー愛好者が参加し汗を流しました。

　帰省している方や地元の方、子供から大人までたくさんのサッカー

愛好者と、世代を超えた交流を図ることが出来た貴重な時間となり

ました。

　参加者の皆さん、ご協力いただいた皆さん、大変ありがとうござ

いました。

盆サッカー大会開催
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テニス
全国高校総体（インターハイ）の報告

　８月２日から大分市において、北部九州総体（インターハイ

２０２４）が開催され、吉賀高校から５名が出場しました。吉賀高校創

設以来、インターハイに団体で出場することは全競技を通じて初めての

ことでした。

トピックス
話題・できごと

　　教員、各保護者、実家が大分の生徒さん、県高体連関係者、中国地区の他校関係者等の大応援の中、

　初の全国団体戦の緊張感を力に変え懸命に戦いましたが、１回戦で長野・松商学園に敗れました。試

　合後は涙でしたが、これはインターハイに出るだけではなく勝ちに行った気持ちの現れと思いました。

　８月５日からは個人戦が始まりました。ダブルス加藤・田口ペアは、

１回戦で兵庫・相生学院に敗れました。シングルスでは、岩本理沙さん

は１回戦で山梨学院選手に敗れました。個人戦シングルスに３年連続出

場の加藤那菜さんは、１回戦で愛知・椙山女学園選手に勝利し、２回戦

では和歌山・慶風高選手にも勝利し、初の２回戦突破を果たし、３回戦

では優勝候補（結果、優勝しました）の神奈川・法政二高選手と互角の

ラリー展開をしていましたが要所要所でポイントを取れず惜敗しベスト

３２で終えました。

　これで３年生２名の高体連大会は終わりましたが、国スポもあります

し、大学でも競技を続けますので、引退せずに吉賀町で練習をします。　

最後に今回のインターハイ出場にあたり、地域の皆様にたくさんの激励

をいただきました、この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうござ

いました。

　　大学日本一を決める全日本学生テニス選手権（インカレ）が８月１２日から四日市テニスセンター

　で開催されました。男子シングルスに岩本晋之介さん（六日市中卒、関西大３）が本戦第５シードと

　して出場しました。

インカレ３位

　初戦から苦戦をものにし、昨年のベスト８を上回るベスト４に入り、

準決勝では高校同期選手（日本大３）と対戦し、ファーストセットを先

取しましたが逆転され涙を吞みました。日本一を目標にインカレに望み

ましたので悔しさが残りましたが、３位という戦績は今後日本一を狙え

る手応えを感じました。ダブルスはベスト１６でした。

　今後は、すぐに関西学生テニス選手権（夏関）が行われシングルスは

第１シードとして２連覇を目指します。その後関西学生リーグ戦で連覇

を狙い、９月２１日からは佐賀県で国民スポーツ大会（国体）に出場し

ます。引き続き応援よろしくお願いいたします。
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去
る
８
月
18
日(

日)

午
前
、
真
田

地
区
に
あ
る
吉
賀
町
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
及
び
周
辺
圃
場
に
於
い
て
、
島

根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

と
吉
賀
町
の
共
催
に
よ
る
「
ス
マ
ー

ト
農
業
・
低
コ
ス
ト
化
技
術
実
演
会
」

が
開
催
さ
れ
、
吉
賀
町
を
は
じ
め
益

田
市
、
津
和
野
町
か
ら
関
係
機
関
団

体
の
担
当
者
な
ど
数
十
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
米
価
低
迷
や
資
材
高
騰
、

さ
ら
に
異
常
気
象
に
よ
る
水
稲
収
量

低
下
に
よ
り
、
水
稲
経
営
は
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

既
存
の
集
落
営
農
組
織
で
も
、
構
成

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

作
業
が
可
能
と
な
り
、
担
い
手
と
な

る
営
農
者
確
保
に
も
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
に
よ
っ
て
、
農
業
分
野
に
お

け
る
様
々
な
課
題
の
解
決
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Vol.79

岩本一巳

課
題
解
決
の
一
助
に

員
の
高
齢
化
等
に
よ
る
労
働
力
不
足
へ
の

対
策
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
・
低
コ

ス
ト
化
技
術
を
導
入
し
て
い
る
組
織
で
の

事
例
紹
介
を
通
じ
て
、
生
産
コ
ス
ト
削
減

と
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
米
作
り
に

向
け
た
取
組
み
に
資
す
る
た
め
、
こ
の
実

演
会
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
実
演
会
で
紹
介
し
た
の
は
、
以

前
、
町
長
コ
ラ
ム(

昨
年
７
月
号)

で
記

事
掲
載
し
た
「
農
事
組
合
法
人
ご
ん
ご
ん

じ
い
の
郷
」
の
事
例
で
す
。
当
法
人
の
地

元
真
田
地
区
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
基

盤
整
備
事
業
に
着
手
し
、
令
和
５
年
度
末

に
区
画
整
理
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
で
は
、
標
準
区
画
１
ha
の
大
区
画
圃
場

に
併
せ
、
圃
場
内
耕
作
道
や
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
も
整
備
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
国
に
よ
る
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
を
活
用
し
て
、
基
盤
整

備
事
業
と
一
体
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
資

す
る
先
進
的
省
力
化
の
実
装
推
進
を
図
っ

た
こ
と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技

術)

等
の
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
た

な
農
業
の
こ
と
で
す
。

　

当
地
区
が
取
り
組
む
ス
マ
ー
ト
農
業
で

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
自
動
操
舵
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム

内
容
を
ご
く
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
地
球

上
の
現
在
位
置
を
測
定
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ(

衛
星
測
位
シ
ス
テ

ム)

を
活
用
し
た
基
地
局
を
地
区
内
に
設

置
し
、
そ
こ
か
ら
の
補
正
信
号
を
送
受
信

す
る
た
め
の
移
動
局
を
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に

設
け
、
自
動
操
舵
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
自
動
給
水
シ
ス
テ
ム(

圃
場
水
管
理

シ
ス
テ
ム)

も
導
入
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
担
当
者
か
ら
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局(

デ

ジ
タ
ル
簡
易
無
線
方
式)

や
無
人
自
動
運

転
田
植
え
機
に
つ
い
て
の
説
明
と
作
業
動

画
を
視
聴
し
、
そ
の
後
、
近
隣
の
圃
場
に

移
動
し
て
、
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
の
作

業
実
演
や
自
動
給
水
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
に
よ
っ
て
、
作
業
時
間

短
縮
に
よ
り
農
作
業
が
省
力
化
す
る
と
と

も
に
、
農
業
経
験
の
浅
い
方
で
も
正
確
な

＜自動操舵トラクターの作業実演＞＜スマートフォン操作による自動給水システム＞
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流
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及
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て
、
島
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部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

と
吉
賀
町
の
共
催
に
よ
る
「
ス
マ
ー

ト
農
業
・
低
コ
ス
ト
化
技
術
実
演
会
」

が
開
催
さ
れ
、
吉
賀
町
を
は
じ
め
益

田
市
、
津
和
野
町
か
ら
関
係
機
関
団

体
の
担
当
者
な
ど
数
十
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
米
価
低
迷
や
資
材
高
騰
、

さ
ら
に
異
常
気
象
に
よ
る
水
稲
収
量

低
下
に
よ
り
、
水
稲
経
営
は
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

既
存
の
集
落
営
農
組
織
で
も
、
構
成

作
業
が
可
能
と
な
り
、
担
い
手
と
な

る
営
農
者
確
保
に
も
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
に
よ
っ
て
、
農
業
分
野
に
お

け
る
様
々
な
課
題
の
解
決
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

員
の
高
齢
化
等
に
よ
る
労
働
力
不
足
へ
の

対
策
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
・
低
コ

ス
ト
化
技
術
を
導
入
し
て
い
る
組
織
で
の

事
例
紹
介
を
通
じ
て
、
生
産
コ
ス
ト
削
減

と
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
米
作
り
に

向
け
た
取
組
み
に
資
す
る
た
め
、
こ
の
実

演
会
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
実
演
会
で
紹
介
し
た
の
は
、
以

前
、
町
長
コ
ラ
ム(

昨
年
７
月
号)

で
記

事
掲
載
し
た
「
農
事
組
合
法
人
ご
ん
ご
ん

じ
い
の
郷
」
の
事
例
で
す
。
当
法
人
の
地

元
真
田
地
区
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
基

盤
整
備
事
業
に
着
手
し
、
令
和
５
年
度
末

に
区
画
整
理
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
で
は
、
標
準
区
画
１
ha
の
大
区
画
圃
場

に
併
せ
、
圃
場
内
耕
作
道
や
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
も
整
備
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
国
に
よ
る
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
を
活
用
し
て
、
基
盤
整

備
事
業
と
一
体
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
資

す
る
先
進
的
省
力
化
の
実
装
推
進
を
図
っ

た
こ
と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技

術)

等
の
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
た

な
農
業
の
こ
と
で
す
。

　

当
地
区
が
取
り
組
む
ス
マ
ー
ト
農
業
で

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
自
動
操
舵
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム

内
容
を
ご
く
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
地
球

上
の
現
在
位
置
を
測
定
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ(

衛
星
測
位
シ
ス
テ

ム)

を
活
用
し
た
基
地
局
を
地
区
内
に
設

置
し
、
そ
こ
か
ら
の
補
正
信
号
を
送
受
信

す
る
た
め
の
移
動
局
を
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に

設
け
、
自
動
操
舵
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
自
動
給
水
シ
ス
テ
ム(

圃
場
水
管
理

シ
ス
テ
ム)

も
導
入
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
担
当
者
か
ら
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局(

デ

ジ
タ
ル
簡
易
無
線
方
式)

や
無
人
自
動
運

転
田
植
え
機
に
つ
い
て
の
説
明
と
作
業
動

画
を
視
聴
し
、
そ
の
後
、
近
隣
の
圃
場
に

移
動
し
て
、
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
の
作

業
実
演
や
自
動
給
水
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
に
よ
っ
て
、
作
業
時
間

短
縮
に
よ
り
農
作
業
が
省
力
化
す
る
と
と

も
に
、
農
業
経
験
の
浅
い
方
で
も
正
確
な

能登半島地震に対する職員派遣

　令和６年能登半島地震の被災自治体の復旧・復興を支援するため、

本町から派遣した職員が帰町し、８月１３日（火）、その活動が報

告されました

　派遣した職員は、大田裕一郎統括主幹（医療対策課）で、８月６

日（火）から９日（金）までの間、石川県輪島市で公費解体申請受

付・準備・相談受付対応等の支援業務を行いました。

　大田統括主幹から「支援業務は、公費解体に関する申請書類のチェック等が主なものでしたが、発災か

ら半年以上経過した現在もこうした業務が続いていることや、宿泊地から勤務地の輪島市役所への行き帰

りでは、倒れた建物や電柱、陥没した道路など、今もなお被災したままの状態が残っていることを目の当

たりにし、災害の大きさを痛感しました。また、元の姿に戻るのにいったいどれくらいの時間がかかるの

かと考える日々でした。私は短期派遣でしたが、復旧・復興にむけて中・長期的な支援が必要と感じました。」

との報告があり、岩本町長からは「この派遣で得たものを業務に活かすとともに、他の職員へも共有して

いただければと思います。大変お疲れ様でした。」と労いの言葉が贈られました。

　令和元年５月に「食品ロスの削減の推進に関する法律」( 略称 食品ロス削減推進法 ) が成立し、法律

が施行された１０月は「食品ロス削減月間」、１０月３０日は「食品ロス削減の日」と定められました。

食品ロスとは、本来食べられるにも関わらず捨てられてしまう食品のことです

　食品ロスを減らすためには、ひとりひとりが食品ロスに対する認識を高め、消費行動を改善することが

重要です。今回は食品ロス問題に関連して、「３０・１０（さんまるいちまる）運動」、「てまえどり」に

ついて紹介します。

〇「３０・１０（さんまるいちまる）運動」とは？

　「３０・１０（さんまるいちまる）運動」とは、宴会や会食で、「最初の３０分間と最後の１０分間はお

料理を楽しむことで食べ残しを減らしましょう」という運動です。

　日本では、食料の多くを輸入に頼りながら、大量の食べ物が無駄に捨てられています。宴会や会食で、

お料理を食べ残す量は、ランチ・定食の５倍と言われています。皆さん、楽しい会話に夢中になってお料

理を残していませんか。そこで、「３０・１０運動」の実践です。

　　①注文するときは、食べきれる量を注文しましょう。また、食べられないものは、先に伝えておきま

　　　しょう。

　　②乾杯後３０分間は、席に着いて、お料理を楽しみましょう。

　　③お開きの１０分前は席に戻り、お料理を残さずに食べましょう。

〇「てまえどり」

　「てまえどり」とは、すぐに食べるものを買うとき、棚の手前にある賞味期限や消費期限が短い食品を

買うことです。近頃は、スーパーやコンビニの陳列棚で、「てまえどり」のポップをよく見かけます。私

たちが「てまえどり」を行うことで、お店の期限切れの食品廃棄物を減らすことができます。お買い物の

前に家にある食材・食品をチェックし、使いきれる分だけを買うよう心がけ、すぐに食べるものなら「て

まえどり」をぜひ実践してみてください。

環境情報　１０月は食品ロス削減月間です！
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保健だより
健康・食育・予防

≪柿木中学校で食育スクールを開催しました≫

　８月２日・１０日に柿木中学校で食育スクールを開催しました。柿木中学校では３回／年、弁当の日が

あります。弁当の日は、お弁当作りを通して、バランスのとれた食事について考え、食事について意識を

高めることや、家族、生産者、地域の方々への感謝の心を育むことをねらいとして１４年前から続いてい

ます。

　子どもたちが自分の弁当を作れるよう食生活改善推進協議会では、中学生が必要な栄養素を学び、お弁

当作りの参考にできることを目的に食育スクールを開催しています。子どもたちは手際よく、バランスも

彩りもよいお弁当を作りました。

≪１０月８日（火）にまちの食育ステーション事業を行います≫

　１０月８日（火）にキヌヤ七日市店、サンマート六日市店でまちの食育ステーションと題して皆さんが

買い物に訪れるお店に食生活改善推進員がお邪魔し啓発活動を行います。

　今回の啓発活動では、１日に摂取してほしい野菜の量３５０ｇ、簡単野菜料理２品の展示とレシピ紹介、

うす味の啓発を行います。

　またべジチェックという緑黄色野菜をとっている量が簡単に分かる機械を設置し、皆さんの日ごろの野

菜の摂取量を「見える化」し食生活改善のきっかけにしていただけるよう取り組みを行います。ぜひご来

場ください。

　啓発日時（予定）サンマート六日市店　１０時～１１時ごろ

　　　　　　　　　キヌヤ七日市店　　　１１時～１２時ごろ

　※配布物が無くなり次第、終了となりますのでご了承ください。

　　　ベジチェック

機械に手をのせて３０秒で

自分がどのくらい野菜がと

れているかがわかります☆

　・弁当の日の参考になった。将来役立つので頑張りたい。

　・皆で協力して作ったお弁当はすごくおいしかった。

　・食改さんからアドバイスをもらって上手にできた。

　・今回３回目でけっこうできるようになって知っていると思って

　　いたがまだ知らないことも多くて楽しかった。

感想

　　　　　≪メニュー≫

・コーンごはん　　　・卵焼き（ニラ入り）

・トマトときゅうりのナムル

・ひじきの含め煮　　・ピーマンのケチャップ炒め

・ささみフリット　　・りんご
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　皆さんは“マンホールカード”をご存じですか？皆さんと下水道の身近な接点であるマンホールの蓋を

通じて、楽しみながら下水道への理解や関心を深めてほしいという願いから誕生したのがマンホールカー

ドです。

　今回はそんなマンホールカードの魅力を２つに分けてご紹介します !

＜吉賀町のマンホールカード＞

その 1　コンパクトで思い出を振り返りやすい !

　カード自体がコンパクトなためカードケースなどにファイリン

　グしやすくなっています !

　６０センチの蓋に描かれる吉賀町の魅力をきれいなまま保管い

　ただき何度でも見返すことができます。

その２　一目でその地域の魅力・名物・名所がわかる !

　マンホールの蓋はその土地に縁のあるものが描かれた【ご当地

　もの】です。

　吉賀町では中央にオヤニラミ、外周にホタルを配置した清流高

　津川が流れる吉賀町ならではのデザインとなっています。他の

　市町村のカードとデザインを比較してみるのも面白いかもしれ

　ません !

　今回紹介したマンホールカード、六日市温泉ゆ・ら・ら、道の駅やくろにてお一人様一枚限りでお渡し

しております。（ゆらら・やくろが休館日の毎月第２水曜日は吉賀町役場柿木庁舎、六日市庁舎にてお渡

ししております。）

　ぜひこの機会に吉賀町はもちろんですが、他市町村のマンホールカードとともにコレクションされてみ

てはいかがでしょうか？
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屋外に看板やポスターを設置する皆様へ

 島根県では良好な景観の形成等を目的に屋外広告物条例を定め、各市町村で設置許可や違反広告物対策

を行うなど、必要な規制・誘導を行っています。

 みなさんも、これから屋外に看板やポスターを設置される場合は、下記のポイントを参考に、屋外広告

物の適正な設置にご協力をお願いします。

 また、既に設置されている場合も、下記のポイントを参考に自己点検を行い、屋外広告物の適正化に努

めていただきますようお願いします。

●屋外広告物とは

　常時又は一定の期間継続して公衆に表示されるものです。

　お店や会社の名前・営業内容・シンボルマークなどを表示したものはこれに該当します。

・はり紙　・はり札　・のぼり

・立看板　・広告板　・広告塔

・広告幕　・電柱広告物　・電飾広告　　など

●島根県屋外広告物条例のポイント

　○屋外広告物を設置するには事前に市町村長の許可が必要です。

  　※手続きをされず既に広告物を掲出しておられる場合も、申請手続きを行ってください。

　○屋外広告物の種類に応じて面積や高さなどについての基準があります。

　○著しく破損したものや倒壊のおそれなどがある屋外広告物は設置できません。

　○広告物の変更や、更新、除却の場合にも手続きが必要です。

　○屋外広告物設置工事の発注は屋外広告業登録済みの屋外広告業者に行いましょう。

　○設置後の屋外広告物は、適切に補修を行うなどして良好な状態で管理しましょう。

　○必要なくなった屋外広告物は速やかに撤去しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　～～許可不要の広告物～～

　◎店舗、事業所の建物や敷地内に、その名称や取り扱うサービス内容を記載する屋外広告物

　　（１敷地内合計１０㎡以内に限ります）

　◎土地、建物の管理上の必要から、注意事項等を記載する屋外広告物

　　（１敷地内合計１０㎡以内に限ります）

　◎一時的又は仮設的な広告物又は掲出物件で冠婚葬祭、祭礼、その他競技会等の催しのため設置する広

　　告物で、設置する期間が一時的であり、許可基準に適合しているもの

【問い合わせ先】

　《役場窓口》　建設水道課（柿木庁舎）☎０８５６－７９－２２１２

　制度の概要・条例について：島根県土木部都市計画課　☎０８５２－２２－６１４３

　島根県屋外広告物のホームページ（http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/nature/keikan/okugai/）
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住民基本台帳の閲覧状況の公表（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

住民基本台帳の閲覧状況について、関係法令の規定により次のとおり公表します。

○国または地方公共団体（住民基本台帳法第１１条第３項に基づく公表分）

国

または

地方公共団体の機関の名称

請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

吉賀町

税務住民課

吉賀町地球温暖化対策実

行計画（区域政策編）に

関するアンケート調査の

ため

令和５年８月１０日

吉賀町全域

令和５年８月１日時点で

住民の方

吉賀町

保健福祉課

令和５年度島根県ひとり

親家庭等実績調査世帯の

抽出のため

令和５年１１月１日

吉賀町全域

令和５年１１月１日時点

で母子、父子、寡婦世帯

の方

吉賀町

総務課

消防団員による独居老人

防火指導のため
令和５年１１月５日

六日市地区

令和５年１１月５日時点

で６５歳以上の独居世帯

の方

株式会社

サーベイリサーチセンター

内閣官房より委託され

た、「満足度・生活の質

に関する調査」のため

令和５年１１月１４日

蓼野地区

令和６年１月１日時点で

１６～８９歳になる住民

の方

株式会社

アド・ジャパン

福井県より委託された、

子育て世代の結婚や子育

てに関する意識の調査の

ため

令和５年１１月２０日

吉賀町全域

令和５年１１月１日時点

で２０歳～４９歳の方

吉賀町

保健福祉課

吉賀町子ども・子育て支

援事業計画策定に係るア

ンケート調査のため

令和５年１２月１５日

吉賀町全域

令和５年１２月１５日時

点で０歳～１２歳の方

自衛隊

島根地方協力本部

自衛官等の募集に伴う案

内送付のため
令和６年１月１９日

吉賀町全域

令和６年１月１９日時点

で平成１８年４月２日か

ら平成１９年４月１日生

まれの方

吉賀町

総務課

消防団員による独居老人

防火指導のため
令和６年２月５日

柿木地区

令和６年２月５日時点

で６５歳以上の独居世帯

の方
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よく使われる手話をおぼえてみよう

　おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」というあいさつは、「朝」「昼」「夜」というＡの手話と、

「あいさつ」というＢの手話を組み合わせて表現します。

　ろう者のひとによっては、ＢをせずにＡだけする場合や、手をあげるだけであいさつとする場合など様々

あります。これは親しい間柄でのあいさつです。これだけでも通じますが、上司や初めての方などでのあ

いさつはＡ＋Ｂとなります。

【あいさつ】

Ａ

Ｂ

片方の手をグーにしてこめかみあたりに置き、そ

のまま下げ、頭を起こす。（枕をはずすイメージ）

朝

昼

左右に広げた両手を顔のあたりで交差させる。

（日が暮れるイメージ）

夜

片方の手の人差し指と中指をそろえて額にあてる。

（時計の針が１２時の時のイメージ）

朝、昼は片手を使います。左右やりやすい手があるかもしれませんが、どちら

の手でも大丈夫です。

あいさつ

両手を向かい合わせて人差し指を立て、人差し指

を曲げる。

（向かい合った人がお辞儀をするイメージ）

少し頭を下げるとあいさつの雰囲気が出ます。
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

　　　　≪新刊紹介　８月に入った児童書と絵本より≫

『モノの一生はドラマチック！天寿まっとう編、生まれ変わり編』

　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫぼくドコ制作班

『科学探偵ＶＳ幽霊船の海賊』　　　左東　みどり

『フィリムの翼　上下』　　　　　　小前　亮

『恐竜のあたまの中をのぞいたら』　大島　英太郎

『うみへ』　　　　　　　　　　　　三浦　太郎

≪図書館利用状況８月≫

●貸出総数　１７５８冊

●貸出人数　　３５３人

●来館者数　　５３６人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館です。

・吉賀町内各公民館前に返却ポストを設置しています。

≪新刊紹介　８月に入った一般の本より≫

芥川賞受賞『バリ山行』　　　 松永　Ｋ三蔵

『捨てられた僕と母猫と奇跡』　船ケ山　哲

『軽いノリノリのイルカ』　　　又吉　直樹

『可燃物』　　　　　　　　　　米澤　穂信

『籠の中のふたり』　　　　　　薬丸　岳

『われは熊楠』　　　　　　　　岩井　圭也

【夏の映画会】

　７月下旬から３回ほど子ども向けのＤＶＤ上映を行いました。放課後児童クラブの子ども達や図書館利

　用者のご家族など大勢の方々で賑わいました。また８月には、映画『人生いろどり』の上映会も行いま

　したが、鑑賞された方から「面白かった」などの感想をいただきました。

【セカンドブックフェアー】

　恒例のセカンドブックフェアーを次の通り行いますのでどうぞご来館下さい。

　期間：１０月１９日（土）～１０月３０日（水）　　場所：吉賀町立図書館　多目的室

　内容：保育所園児の感想画展、古本市（文庫本、月刊雑誌、絵本など）

　　　　※１１月３日きん祭みん祭農業文化祭（六日市会場）にて、感想画を展示します。

　　　　　１１月１７日の柿木会場ではＢＭみたい号が行きます。本の貸出・返却ができます。

【親子読書の会　幼いあなたと一緒に】

　昨年に引き続き、幼いお子様のいらっしゃるご家庭に読書の良さを知っていただくことを目的におはな

　し会を行います。講師は、庵野さゆりさん（親子読書アドバイザー）です。 

　参加を希望される方は、図書館にご連絡をください。（図書館　☎７７－１８５０）

　日　時：１０月９日（水）１０：００～１１：００

　場　所：図書館

　参加費：無料

吉賀町立図書館

柿木公民館

　晩秋の澄みわたる夜空の月を愛でる。十五夜から一ヶ月後の旧暦九月十三日の夜のことを「十三夜」と

いいます。これは、中国から十五夜の風習が入ってくる前から存在した日本の月見の風習です。台風シー

ズンの十五夜よりも十三夜のほうが晴れる確率が高いことが、広く普及していた理由のようです。現在で

は十三夜についてあまり知られなくなりましたが、昔は十五夜の月見をしたら、必ず十三夜にも月見をし

て祝うものとされていました。十三夜は「豆名月」「栗名月」と呼ばれ、お供え物の豆や栗が、ちょうど

この時期に食べごろになることが、その由縁といわれています。

【今月の本の紹介】

　ウナギと日本人　　　　筒井　功　　　　　　　豆腐道　　　　　　　　　　森井　源一

　芋代官　　　　　　　　田中　通　　　　　　　生活に生かす音の科学　　　山田　伸志

　世界の火山図鑑　　　　須藤　茂　　　　　　　クルマのメカニズム大全　　青山　元男

　銃とチョコレート　　　乙　一　　　　　　　　沼地のある森を抜けて　　　梨木　香歩

　天下人の茶　　　　　　伊東　潤　　　　　　　遺産　　　　　　　　　　　笹本　稜平

　モモのこねこ　　　　　やしま　たろう　　　　やきいもの日　　　　　　　村上　康成

　にんじんのにんにん　　ふるや　かおる
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サンネットにちはら

  
月

火
水

木
金

土
・
日

６
時
 ～
　
体
操
の
時
間

６
時
～
２
４
時

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト

(１
時
間
お
き
）

  ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
終
了
後

  ５
・
６
日

  か
の
あ
し
安
全
安
心
だ
よ
り

　
津
和
野
警
察
署
員
が
鹿
足
郡
内

　
の
安
全
安
心
に
関
す
る
情
報
を

　
お
届
け
し
ま
す

９

０
０
  津
和
野
夜
神
楽
２
０
２
４

　
　
  出
演
  石
見
神
楽
保
存
会
 日
原
社
中

　
　
  演
目
  岩
戸

   ８
月
１
７
日
収
録
　
津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  い
ざ
山
城

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
第
４
１
回
島
根
県

学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

益
田
 ・ 鹿
足
地
区
大
会

益
田
、鹿
足
か
ら
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
た

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
軟
式
野
球
大
会
、熱
戦
の
模
様

を
放
送

９
時
～

第
１
試
合
　
吉
田
   対
   津
和
野

第
３
試
合
　
益
田
七
尾
   対
   七
日
市

１７
時
～

準
決
勝
２
試
合
 ・ 決
勝

　
８
月
３
１
日・９

月
１
日
収
録

　
 益
田
市
民
球
場

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
 鷗
外
忌
講
演
会

 　
　
日
清
戦
争
の
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン

  　
　
-津
和
野
の
伯
爵
・
亀
井
茲
明
の
生
涯
- 

１１：０
０
 津
和
野
夜
神
楽
２
０
２
４

　
　
　
   太
皷
谷
稲
成
神
社
特
別
公
演

      出
演
  木
ノ
口
神
楽
社
中
  /  演
目
  五
条
橋

≪
  ４
日
  ９
時
～
  、１７

時
～
≫

2024中
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
い
わ
み
 vs N

TN
岡
山

１
０

０
０
  ニ
ュ
ー
ス
 ・ サ
ン
ネ
ッ
ト
 ９
月
総
集
編

　
　
９
月
中
に
放
送
し
た
ニ
ュ
ー
ス・サ
ン

　
　
ネ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
放
送
！
 

終
了
後
  県
立
中
央
病
院
え
に
し

　
　
　
  グ
ラ
ン
ト
ワ
チ
ャ
ン
ネ
ル

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

１
１

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

１
２

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
 少
年
の
主
張
鹿
足
郡
大
会

 　
　
鹿
足
郡
内
５
つ
の
中
学
校
か
ら
９
人
の

　
　
弁
士
が
出
場
し
、
家
庭
や
学
校
生
活
の

　
　
中
で
感
じ
た
こ
と
を
発
表

　
９
月
４
日
収
録
　
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

０
０
  令
和
６
年
度
  防
災
安
全
講
演
会

　　
　
 第
１
部
　「
気
象
情
報
は
な
ぜ
生
ま
れ
、

　
　
　
　
　
　
何
を
訴
え
て
い
る
の
か
」

　
     講
師
   笠
井
 将
伸
 氏

　
　
　
　
 （松
江
地
方
気
象
台
長
）

　
　
 第
２
部
　「
県
民
が
で
き
る
災
害
対
策
」

　
     講
師
   大
西
 賞
典
 氏

　
　
　
　
 （地
域
防
災
研
究
所
所
長
）

　
　
９
月
７
日
収
録
　
吉
賀
町
ふ
れ
あ
い
会
館

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  い
ざ
山
城

１
３

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座
０
０
 津
和
野
の
伊
能
図
が
語
る

　
    近
世
後
期
の
地
図
製
作

 演
題
「
伊
能
忠
敬
の
地
図
を
科
学
す
る
」

  塚
本
 章
宏
 氏
 （佛
教
大
学
歴
史
学
部
）

 演
題
「
堀
田
 仁
助
-蝦
夷
地
を
測
っ
た
津
和

 野
藩
士
-」神
 英
雄
 氏（
安
来
市
加
納
美
術
館
）

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

14

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

１
５
時
 ～
  体
操
の
時
間

１
７
時
  ～
　
９
時
台
か
ら
の
番
組
を
リ
ピ
ー
ト
放
送

２
０
２
４

番
組

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

令
和
６
年
度
　
防
災
安
全
講
演
会

◇
近
年
の
気
候
変
動
や
島
根
県
の
地
理
的
特
性
を
紹
介

　
す
る
と
共
に
、
大
き
な
災
害
を
教
訓
に
生
ま
れ
た
平
成

　
以
降
の
新
し
い
防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て
、何
を
訴
え

　
て
い
る
の
か
解
説

◇
防
災
意
識
向
上
と
防
災
の
概
念
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
問
い

　
か
け
や
継
続
力
の
あ
る
防
災
活
動
の
必
要
性
を
啓
発

 

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    H

P  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

議
会
中
継
再
放
送
日
程
【
１
１
２
CH
 】

　
津
和
野
町
議
会
９
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１
０
月
７
日（
月
）～
８
日（
火
）

吉
賀
町
議
会
９
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１
０
月
１
４
日（
月
）～
１
６
日（
水
）

※
放
送
時
間
は
テ
レ
ビ
の
番
組
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
秋
季
中
国
地
区

高
等
学
校
野
球
大
会

　
島
根
県
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
協
議
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生
中
継

　
　
　
　１
０
月
２
５
日（
金
）～
２
７
日（
日
）

島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
４
校
を

含
む
中
国
５
県
の
計
１
６
校
が
出
場
す
る
中
国
地
区
大
会
の

試
合
を
生
中
継
で
放
送
予
定【
１
１
１
CH・１

１
２
CH】
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《
寄
稿
》

隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

最
近
、
私
の
周
辺
で
も
、
隣
近
所
の
方

が
ど
こ
へ
勤
め
て
い
る
か
、
息
子
さ
ん
娘

さ
ん
嫁
さ
ん
が
何
を
し
て
お
ら
れ
る
の
か

が
良
く
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
な
っ
た
様

に
思
い
ま
す
。
私
よ
り
年
上
の
方
達
と
話

を
す
る
と
、
嫁
さ
ん
の
出
身
地
と
か
そ
の

親
御
さ
ん
の
職
業
と
か
、
兄
弟
の
仕
事
と

か
も
本
当
に
詳
し
く
知
っ
て
お
ら
れ
て
感

心
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
言
う
の
も
隣
近

所
で
の
会
話
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
証
拠
だ
と
考
え
ま
す
。
以
前
は
隣
近

所
や
近
い
親
戚
の
台
所
事
情
も
手
に
取
る

様
に
分
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

今
は
や
た
ら
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
先
に

立
っ
て
互
い
の
家
の
中
の
事
に
ま
で
は
踏

み
込
ま
な
く
な
り
、
困
っ
て
い
て
も
気
付

か
な
い
し
、
知
っ
て
い
て
も
よ
け
い
な
お

せ
っ
か
い
だ
と
言
わ
れ
そ
う
で
、
見
て
見

ぬ
振
り
と
決
め
込
ん
で
い
る
の
が
現
実
で

す
。

　

土
産
物
、
家
庭
菜
園
で
出
来
た
物
な
ど

常
に
行
き
来
し
て
い
た
時
代
も
有
り
ま
し

た
が
今
、
少
し
薄
れ
て
来
て
い
る
様
に
感

じ
ま
す
。

　

社
協
等
で
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
を
実

施
さ
れ
て
い
て
、
余
っ
て
い
る
物
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
に
渡
す
と
い
う
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と

で
す
。
同
時
進
行
と
し
て
是
非
隣
近
所
と

の
繋
が
り
を
可
能
な
限
り
密
に
出
来
た

ら
、
公
共
の
組
織
に
頼
ら
ず
と
も
解
消
出

来
そ
う
で
す
。

　

地
域
全
体
で
、
見
守
り
、
助
け
合
う
と

い
う
精
神
を
醸
成
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
の
流
行

語
か
ら
幾
久
し
い
今
日
迄
幾
多
の
風
雪
を

肌
身
に
触
感
し
つ
つ
も
瞬
時
は
思
い
出
と

な
り
蘇
え
ざ
り
し
昨
今
で
は
あ
る
。
昭
和

初
期
か
ら
同
年
二
十
年
代
は
生
活
必
需
品

を
始
め
特
に
金
品
類
は
毛
頭
極
度
に
不

足
国
民
は
生
活
苦
を
仕
良
れ
た
。
よ
っ

て
、
生
活
環
境
を
取
り
巻
く
坩
堝
に
お
い

て
皆
々
が
相
互
間
協
力
、
協
調
性
、
又
、

創
意
工
夫
に
て
日
々
の
暮
ら
し
に
対
処
没

頭
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
是
等
の
主
た
る

其
の
背
景
は
、
か
つ
て
の
日
本
国
は
昭
和

六
年
勃
発
の
日
中
戦
争
を
皮
切
り
に
同
年

二
十
年
八
月
迄
日
々
明
け
暮
れ
る
迄
常
々

に
實
に
十
四
年
間
前
持
っ
て
前
代
未
聞
の

大
半
の
戦
を
体
験
し
た
事
実
を
断
じ
て
啀

め
無
い
。
し
か
し
、
其
の
反
面
田
舎
に
お

い
て
子
ど
も
は
至
っ
て
元
氣
朗
ら
か
で

あ
っ
た
。
此
の
様
な
る
世
相
で
折
り
し
も

一
軒
の
店
屋
で
ロ
ウ
紙
の
飴
や
、
け
い
水

の
飲
料
品
、
メ
リ
ケ
ン
粉
だ
ら
け
の
焼
饅

頭
、
又
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
黒
糖
等
々

買
い
食
す
。
加
え
て
此
の
時
世
秋
の
取
り

入
れ
終
了
時
越
中
富
山
よ
り
薬
売
り
商
人

が
訪
れ
各
家
を
訪
問
す
。
各
本
舗
「
才
田

屋
」
あ
る
い
は
「
越
後
屋
」
・「
赤
ぐ
す
り

青
ぐ
す
り
本
舗
」
等
此
の
薬
屋
は
幾
重
に

も
重
な
る
や
な
ぎ
ご
お
り
の
薬
箱
を
背
負

い
新
薬
入
替
え
使
用
分
を
精
算
す
。
薬
は

風
邪
の
赤
ぐ
す
り
・
青
ぐ
す
り
・
メ
ン
タ

ム
・
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
・
た
こ
の
吸
い
出
し
・

赤
切
れ
ぐ
す
り
・
熊
乃
井
・
ひ
き
の
膏

薬
・
滋
養
強
壮
剤
人
参
五
臓
圓
・
赤
ち
ゃ

ん
夜
泣
き
薬
等
多
種
多
数
の
詰
箱
果
し
子

ど
も
等
に
は
土
産
の
紙
風
船
を
心
良
く
手

渡
す
。
又
、
簡
素
な
る
絵
入
り
の
「
食
い

合
せ
表
」
も
配
布
此
の
表
に
表
示
の
食
物

を
同
時
に
食
す
と
食
中
毒
や
腹
痛
、
又
、

下
痢
等
を
起
す
と
云
ふ
も
の
。
例
え
ば

「
梅
干
し
に
う
な
ぎ
」・「
す
い
か
と
天
麩

羅
」
・
「
蛸
と
柿
」
等
々
多
種
様
々
で
あ
っ

た
が
是
等
を
一
考
察
す
る
に
例
え
ば
「
梅

干
し
に
う
な
ぎ
」
で
あ
る
が
是
は
梅
干
し

は
耐
久
性
が
あ
り
整
腸
に
非
常
に
効
能
は

あ
る
が
極
め
て
す
っ
ぱ
く
あ
ま
り
旨
く
な

い
。
か
た
や
旬
の
土
用
う
な
ぎ
は
非
常
に

美
味
に
よ
っ
て
、
此
の
う
な
ぎ
の
旬
時
位

は
う
な
ぎ
を
食
し
御
満
悦
あ
れ
と
云
ふ
も

の
。
以
下
紙
面
上
割
愛
を
合
い
心
見
る
も

折
り
し
も
時
同
じ
く
し
て
、
山
口
三
田
尻

よ
り
も
旅
駒
物
屋
商
人
が
訪
れ
た
。
大
き

な
竹
籠
に
日
用
雑
貨
品
に
各
種
の
飴
御
菓

子
を
満
載
し
子
ど
も
に
も
人
気
が
あ
り
し

も
の
、
此
の
商
人
飛
白
の
長
着
に
地
下
足

袋
を
履
い
て
い
た
。
間
々
御
調
子
に
乗
る

と
カ
ッ
ポ
レ
を
「
カ
ッ
ポ
レ
カ
ポ
ッ
レ
甘

茶
で
カ
ッ
ポ
レ
ホ
イ
サ
ッ
サ
」
等
と
自
か

ら
唄
い
前
後
左
右
に
面
白
い
動
作
、
仕
種

で
踊
っ
た
。
此
の
時
分
の
昭
和
期
は
貧
し

き
内
に
悠
長
で
何
処
か
哀
愁
を
帯
び
た
一

面
を
覗
か
せ
た
無
理
口
外
極
度
な
る
理
不

尽
も
無
き
浮
世
で
有
し
も
の
が
此
処
に
回

顧
す
秋
夜
の
宵
で
は
あ
る
。

　《
俳
句
》

一
行
の
日
記
で
今
日
を
し
め
く
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

原
爆
忌
傘
寿
の
ガ
イ
ド
と
歩
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

亡
き
父
に
見
せ
た
き
庭
の
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

簾
越
し
に
お
隣
の
庭
鑑
賞
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

峡
里
は
大
早
な
り
原
爆
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

桐
一
葉
水
の
流
れ
を
換
へ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

思
い
出
や
ひ
み
つ
の
径
の
せ
み
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

梅
雨
明
け
や
稜
線
く
っ
き
り
大
岡
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

一
鱗
は
月
で
あ
り
け
り
鱗
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

ほ
し
い
雨
雷
鳴
聞
く
も
ど
こ
が
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

ちょうみんひろば
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ちょうみんひろば
　《
川
柳
》

暑
い
暑
い
た
ま
に
は
寒
い
と
言
っ
て
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

長
生
き
が
思
い
出
を
積
む
楽
し
さ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

パ
ア
券
を
積
ん
で
ニ
ン
マ
リ
欲
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

毎
月
の
悩
む
川
柳
積
み
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

古
札
新
札
山
積
み
す
る
程
あ
れ
ば
良
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

若
き
日
に
目
前
の
運
積
み
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

積
み
あ
げ
た
石
垣
の
こ
る
田
舎
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

幾
千
年
古
城
の
石
垣
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

積
ん
だ
本
昼
寝
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

愛
宕
山
夢
に
人
来
て
石
を
積
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

一
言
で
積
ん
だ
功
績
皆
崩
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代 

積
み
上
げ
た
力
を
み
せ
る
球
児
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
寝
不
足
た
た
り
大
ア
ク
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

灼
熱
の
通
天
閣
に
天
守
閣

　

歩
き
通
し
た
孫
と
二
万
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 8月 31 日現在）

 人　口　5,583 人　(-10)
 　男　　2,690 人　(- 4)
 　女　　2,893 人　(- 6)
 世帯数　2,955 世帯(- 5)
　　　　（　）内は前月との比較

石
垣
は
集
め
た
数
が
先
人
の

　

苦
労
と
技
の
芸
術
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

生
き
き
た
る
九
十
年
の
手
相
見
て

　

生
命
線
を
指
で
伸
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

読
み
聞
か
せ
聞
い
て
く
れ
て
た
子
供
た
ち

　

今
は
素
敵
な
は
た
ち
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

野
の
花
の
白
も
黄
色
も
紫
も

　

あ
え
か
に
散
ら
し
草
刈
機
薙
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

君
が
為
尾
乃
え
に
い
出
し
若
菜
を
摘
め
ば

　

我
袖
濡
ら
す
春
の
あ
わ
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
８
月
届
出
）

　

齋
藤　

向
陽
（
こ
う
よ
う
）
さ
ん

　
　
　
　

拓
哉
・
若
菜
さ
ん
の
子　

朝
倉

　

井
川　

宮
（
み
や
）
さ
ん

　
　
　
　

仁
人
・
彩
加
さ
ん
の
子　

注
連
川

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
８
月
届
出
）

　

山
下　

三
喜
男　

さ
ん　

79
歳　
　

六
日
市

　

村
上　

英
子　
　

さ
ん　

95
歳　
　

柿
木

　

齋
藤　

菊
江　
　

さ
ん　

84
歳　
　

白
谷

　

米
原　

通
子　
　

さ
ん　

84
歳　
　

柿
木

　

中
村　

登　
　
　

さ
ん　

96
歳　
　

注
連
川

　

河
内　

英
三
郎　

さ
ん　

97
歳　
　

沢
田

　

澄
川　

千
重
子　

さ
ん　

95
歳　
　

抜
月

　

大
出　

ハ
ナ
エ　

さ
ん　

105
歳　
　

柿
木

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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